
『
周
易
集
解
』
所
引
の
鄭
玄
易
注
に
つ
い
て

仲
畑
　
信

　
わ

た

し
は
以
前
に
、
「
『
周
易
集
解
』
所
引
の
王
弼
易
注
に
つ
い
て
」
と
い
う
論
文
を
書
い
た
。
〔
こ
の
論
文
で
は
、
李
鼎
昨
『
周
易
集

解
』
（
以
下
『
集
解
』
と
略
稻
す
る
）
は
、
確
か
に
漢
代
象
敷
易
を
表
章
す
る
書
物
で
は
あ
る
が
、
漢
代
象
敷
易
に
封
す
る
、
い
わ
ゆ
る

義
理
易
の
代
表
で
あ
る
王
弼
の
易
注
を
排
斥
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
王
弼
易
注
を
時
に
優
れ
た
解
鐸
と
し
て
評
債
し
て
い
る
こ
と
、

そ
れ
で
は
、
王
弼
易
注
の
ど
の
よ
う
な
所
を
評
債
し
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
李
鼎
詐
の
自
序
に
「
鄭
玄
は
多
く
天
象
を
参
考
に
し
、
王

弼
は
全
て

人
事

を
鐸
い
て
い
る
」
（
鄭
則
多
参
天
象
、
王
乃
全
稗
人
事
）
と
あ
る
よ
う
に
、
王
弼
の
「
人
事
」
（
人
の
出
虞
進
退
に
關
わ
る

こ
と
）
に
よ
る
易
解
鐸
を
、
王
弼
易
注
の
特
色
を
最
も
よ
く
表
わ
し
て
い
る
注
と
し
て
評
債
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
れ
は
推
論
で

あ
り
、
一
つ
の
假
説
で
は
あ
る
が
、
李
鼎
昨
が
各
家
の
注
稗
を
『
集
解
』
に
採
用
す
る
際
に
は
、
そ
の
注
繹
者
の
特
色
を
最
も
よ
く
表
わ

し
て
い
る
注
を
採
用
す
る
と
い
う
基
本
方
針
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
、
こ
の
三
鮎
を
論
じ
た
。

　
本
論
文
で

は
、
ひ
き
つ
づ
き
李
鼎
詐
『
集
解
』
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
に
、
そ
の
自
序
に
お
い
て
王
弼
と
比
較
さ
れ
て
い
る
鄭
玄
の
易

注
に

つ
い
て

と
り
あ
げ
る
。
た
だ
し
、
本
論
文
の
テ
ー
マ
は
、
む
し
ろ
李
鼎
詐
『
集
解
』
で
あ
り
、
鄭
玄
の
易
注
の
全
艘
を
あ
つ
か
う
も

　
　
　
　
　
　
②

の
で
は
な
い
。
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ま
ず
、
『
集
解
』
所
引
の
鄭
玄
易
注
の
検
討
に
入
る
前
に
、
李
鼎
詐
の
自
序
に
、
「
鄭
玄
は
多
く
天
象
を
参
考
に
し
、
王
弼
は
全
て
人
事

を
稗
い
て
い
る
」
と
あ
る
が
、
李
鼎
詐
の
言
う
「
天
象
」
と
は
ど
う
い
う
意
味
な
の
か
を
考
え
て
お
き
た
い
。

　
『
周
易
』
の
経
傳
に
は
、
「
天
象
」
と
い
う
軍
語
そ
の
も
の
は
見
ら
れ
な
い
が
、
繋
辞
上
傳
の
「
天
に
在
り
て
象
を
成
す
」
（
在
天
成
象
）
、

同
じ
く
「
天
は
象
を
垂
る
」
（
天
垂
象
）
、
繋
辞
下
傳
の
「
仰
い
で
は
則
ち
象
を
天
に
観
る
」
（
仰
則
観
象
於
天
）
が
、
直
接
に
「
天
象
」

と
關
わ
る
表
現
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
「
在
天
成
象
」
は
「
在
地
成
形
」
に
、
「
仰
則
観
象
於
天
」
は
「
傭
則
観
法
於
地
」
と
い
う
一
句
に

績
い
て
い
て
、
「
天
象
」
が
「
地
形
」
「
地
法
」
と
封
比
さ
れ
て
い
る
。
今
、
こ
れ
ら
の
表
現
に
つ
い
て
、
『
集
解
』
の
引
用
し
て
い
る
各

家
の
注
を
見
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
ま
ず
、
繋
辞
上
傳
の
「
在
天
成
象
、
在
地
成
形
、
愛
化
見
　
」
に
つ
い
て
、
『
集
解
』
は
、
次
の
よ
う
な
虞
翻
の
注
を
引
用
し
て
い
る
。

　
　
日
と
月
と
が
天
に
あ
っ
て
八
卦
〔
の
象
〕
を
成
す
こ
と
を
意
味
す
る
。
〔
納
甲
説
に
よ
れ
ば
〕
震
の
象
は
庚
に
出
で
、
分
の
象
は
丁

　
　
に

あ
ら
わ
れ
、
乾
の
象
は
甲
に
満
ち
、
巽
の
象
は
辛
に
伏
し
、
艮
の
象
は
丙
に
消
え
、
坤
の
象
は
乙
に
失
わ
れ
、
攻
の
象
は
戊
に
流

　
　
れ
、
離
の
象
は
己
に
就
く
。
故
に
「
天
に
在
り
て
象
を
成
す
」
の
で
あ
る
。
「
地
に
在
り
て
形
を
成
す
」
と
は
、
〔
地
に
あ
っ
て
八
卦

　
　
が
形
を
成
す
と
い
う
こ
と
で
あ
り
〕
震
は
竹
、
巽
は
木
、
炊
は
水
、
離
は
火
、
艮
は
山
、
免
は
澤
、
乾
は
金
、
坤
は
土
で
あ
る
。
天

　
　
に

あ
っ
て
警
な
し
・
地
に
あ
っ
て
化
を
な
し
・
剛
と
柔
と
が
た
が
い
に
推
し
愛
化
を
生
み
出
す
の
で
あ
る
③

次

に
、
同
じ
く
天
と
地
と
を
封
比
す
る
繋
辞
下
傳
「
古
者
庖
犠
氏
之
王
天
下
也
、
仰
則
観
象
於
天
、
傭
則
観
法
於
地
」
に
つ
い
て
、
『
集
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解
』
は
、
「
仰
則
観
象
於
天
」
に
つ
い
て
は
、
筍
爽
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
　
震
と
巽
と
が
雷
と
風
で
あ
り
、
離
と
攻
と
が
日
と
月
で
あ
る
。

と
い
う
注
を
引
き
、
「
備
則
観
法
於
地
」
に
つ
い
て
は
、
九
家
易
の
、

　
　
艮
と
分
と
が
山
と
澤
で
あ
る
地
に
は
水
や
火
な
ど
の
五
行
や
八
卦
の
形
が
あ
る
の
で
あ
る
国

と
い
う
注
を
引
く
。
最
後
に
、
天
の
み
で
地
へ
の
言
及
が
な
い
繋
辞
上
博
の
「
天
垂
象
、
見
吉
凶
、
聖
人
象
之
」
に
つ
い
て
、
『
集
解
』

は
、
筍
爽
と
宋
衷
の
注
を
引
用
す
る
。
筍
爽
の
注
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛

　
　

〔『尚
書
』
に
〕
「
旋
機
玉
衡
（
天
文
観
測
器
）
に
在
り
て
、
以
て
七
政
（
日
月
五
星
）
を
齊
う
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

と
言
い
、
宋
衷
の
注
は
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

　
　
天
は

陰
陽
の
象
を
垂
れ
、
以
て
吉
凶
を
あ
ら
わ
す
。
つ
ま
り
、
日
月
の
光
が
薄
く
な
っ
た
り
訣
け
た
り
、
五
星
が
齪
れ
た
運
行
を
す

　
　

る
こ
と
で
あ
る
。
聖
人
は
こ
れ
に
象
り
、
ま
た
九
（
陽
）
六
（
陰
）
の
交
の
位
に
著
わ
し
、
そ
の
得
失
を
人
に
示
す
。
吉
凶
の
う
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
m

　
　
な
い
が
あ
る
理
由
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
李
鼎
詐
『
集
解
』
の
自
序
は
、
「
鄭
玄
は
多
く
天
象
を
参
考
に
し
、
王
弼
は
全
て
人
事
を
繹
い
て
い
る
」
と
、
「
天
象
」
と

「
人
事
」
と
を
封
比
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
『
集
解
』
の
言
う
「
天
象
」
の
意
味
を
考
え
る
上
で
、
必
ず
し
も
「
天
象
」

と
い
う
こ
と
ば
が
使
わ
れ
て
い
な
く
て
も
、
参
考
に
す
べ
き
注
鐸
が
あ
る
。
そ
れ
は
乾
卦
文
言
傳
の
注
鐸
で
あ
る
。
文
言
傳
の
「
潜
龍
勿

用
、
下
也
」
よ
り
「
乾
元
用
九
、
天
下
治
也
」
に
い
た
る
章
に
つ
い
て
、
『
集
解
』
は
始
め
に
何
妥
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛

　
　

こ
の
章
は
〔
乾
卦
文
言
傳
の
〕
第
二
章
で
あ
り
、
人
事
に
よ
り
説
明
す
る
。

と
い
う
注
を
引
き
、
そ
し
て
最
後
に
王
弼
の
、
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⑨

　
　

こ
の
一
章
は
全
て
人
事
に
よ
り
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。

と
い
う
注
を
引
用
す
る
。
　
一
方
、
績
く
「
潜
龍
勿
用
、
陽
氣
潜
藏
」
よ
り
「
乾
元
用
九
、
乃
見
天
則
」
に
い
た
る
章
に
つ
い
て
は
、
始
め

に

や
は
り
何
妥
の
、

　
　
こ
の
章
は
〔
乾
卦
文
言
傳
の
〕
笙
一
葦
で
あ
り
・
天
道
に
よ
り
説
明
す
る
…

と
い
う
注
を
引
き
、
最
後
に
は
王
弼
の
以
下
の
注
を
引
用
し
て
い
る
。

　
　
こ
三
章
は
全
て
天
氣
を
説
い
て
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
ω

つ
ま
り
、
文
言
傳
の
第
二
章
は
「
人
事
」
（
人
の
出
慮
進
退
に
關
わ
る
こ
と
）
に
よ
る
説
明
で
あ
り
、
第
三
章
は
「
天
道
」
「
天
氣
」
に
よ

る
説
明
で
あ
る
と
す
る
。
そ
れ
で
は
、
「
人
事
」
と
封
比
さ
れ
る
「
天
道
」
「
天
氣
」
に
よ
る
説
明
と
は
、
ど
の
よ
う
な
説
明
な
の
で
あ
ろ

う
か
。
初
九
よ
り
用
九
ま
で
の
各
注
（
九
二
の
み
李
鼎
詐
の
案
語
で
、
そ
れ
以
外
は
何
妥
の
注
）
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
十
一
月
に
當
た
り
、
陽
氣
は
動
く
け
れ
ど
も
、
な
お
地
中
に
あ
る
。

　
　
陽
氣
が
上
昇
し
て
地
に
達
す
る
。

　
　

こ
れ
は
三
月
に
當
た
り
、
陽
氣
が
し
だ
い
に
成
長
し
、
萬
物
が
ま
さ
に
盛
ん
と
な
り
、
天
の
め
ぐ
り
と
と
も
に
め
ぐ
っ
て
休
む
こ
と

　
　

が
な
い
の
で
あ
る
。

　
　

こ
れ
は
五
月
に
當
た
り
、
か
す
か
な
陰
氣
が
初
め
て
起
こ
り
、
陽
氣
は
ま
さ
に
改
愛
し
よ
う
と
す
る
。

　
　

こ
れ
は
七
月
に
當
た
り
、
萬
物
が
盛
ん
に
成
長
し
、
天
の
功
業
が
大
い
に
完
成
す
る
。

　
　

こ
れ
は
九
月
に
當
た
り
、
陽
氣
が
大
い
に
衰
え
、
ま
さ
に
極
ま
り
蓋
き
よ
う
と
す
る
。

　
　
陽
氣
が
消
え
る
の
は
・
天
氣
の
常
で
あ
り
・
天
象
の
法
則
は
自
鉄
だ
見
る
こ
と
が
で
き
る
②
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要
す

る
に
、
「
天
道
」
「
天
氣
」
に
よ
る
説
明
と
は
、
陽
氣
と
陰
氣
の
盛
衰
、
つ
ま
り
陰
陽
二
氣
の
消
息
に
基
づ
い
た
説
明
で
あ
る
。
坤
卦

の
文
言
傳
「
積
善
之
家
、
必
有
除
慶
。
積
不
善
之
家
、
必
有
除
映
」
に
封
す
る
李
鼎
詐
の
案
語
も
、
「
人
事
」
と
「
天
道
」
と
を
封
比
し
、

「
天
道
」
を
陰
陽
の
消
息
と
し
て
い
る
。

　
　
案
ず
る
に
、
聖
人
が
教
え
を
設
け
る
に
は
、
理
は
宜
し
き
に
随
う
こ
と
を
と
う
と
ぶ
。
故
に
先
生
は
ま
ず
人
事
を
論
ず
る
に
は
、
怪

　
　
力
齪
神
を
語
ら
ず
（
『
論
語
』
述
而
篇
）
、
四
つ
の
こ
と
を
絶
ち
「
必
ず
」
と
は
言
わ
な
い
（
子
冗
干
篇
）
。
今
、
易
象
に
お
い
て
、
天

　
　
道
を
明
ら
か
に
し
、
故
に
「
積
善
の
家
に
は
、
必
ず
除
慶
有
り
。
積
不
善
の
家
に
は
、
必
ず
除
映
有
り
」
と
言
う
の
は
、
陽
氣
が
生

　
　

ま
れ
陰
氣
が
衰
え
る
の
は
、
天
道
の
必
然
で
あ
り
、
國
を
治
め
身
を
修
め
る
に
は
、
善
を
積
む
こ
と
を
本
と
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に

　
　
し
て
い
る
。

　

「
天
道
」
を
「
人
道
」
「
地
道
」
と
拉
べ
る
表
現
は
、
繋
辞
下
傳
に
「
易
之
爲
書
、
廣
大
悉
備
。
有
天
道
焉
、
有
人
道
焉
、
有
地
道
焉
」

と
あ
り
、
そ
の
少
し
後
の
「
道
有
愛
動
、
故
日
交
」
に
封
し
て
、
『
集
解
』
は
陸
績
の
次
の
よ
う
な
注
を
引
く
。

　
　
天

道
に
は
書
夜
・
日
月
の
饗
化
が
あ
り
、
地
道
に
は
剛
柔
・
燥
淫
の
愛
化
が
あ
り
、
人
道
に
は
行
止
・
動
静
・
吉
凶
・
善
悪
の
饗
化

　
　
が
あ
る
。

　
要
す
る
に
、
李
鼎
柞
自
序
は
「
天
象
」
と
「
人
事
」
と
を
封
比
す
る
が
、
「
人
事
」
は
「
天
道
」
「
天
氣
」
と
も
封
比
さ
れ
、
さ
ら
に
そ

の

「
天
道
」
は
「
人
道
」
「
地
道
」
と
拉
べ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
「
天
道
」
「
天
氣
」
の
解
鐸
も
踏
ま
え
て
、
『
集
解
』
の
言
う
「
天

象
」
の
意
味
を
ま
と
め
る
と
、
「
天
象
」
と
は
、
日
月
五
星
や
雷
風
書
↓
夜
な
ど
の
運
行
や
饗
化
の
こ
と
で
あ
り
、
よ
り
根
本
的
に
は
陰
陽

二
氣
の
消
息
を
意
味
し
、
そ
れ
は
八
卦
の
象
に
あ
ら
わ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

254



二

　
こ
こ
か
ら
は
、
『
集
解
』
が
引
用
す
る
鄭
玄
易
注
を
検
討
し
て
ゆ
く
。
『
集
解
』
の
引
く
鄭
玄
易
注
は
、
全
部
で
以
下
の
四
十
八
條
で
あ

る
。　
　
乾
九

二
・

九

三
・

九

五
・
文
言
傳
／
泰
象
傳
／
否
九
五
／
同
人
卦
辞
／
大
有
卦
辞
／
謙
卦
辞
／
豫
卦
辞
．
象
傳
／
随
卦
辞
．
初
九
／

　
　
臨
卦
辞
／
観
卦
辞
／
瞳
嘘
上
九
／
貴
卦
辞
／
剥
象
傳
・
六
二
／
願
卦
辞
／
成
卦
辞
／
恒
卦
辞
／
遜
卦
辞
／
巫
日
象
博
／
明
夷
卦
辞
／
膜

　
　
卦
辞
／
損
卦
辞
／
益
卦
辞
／
央
卦
辞
／
垢
象
傳
／
草
卦
辞
／
升
卦
辞
／
困
卦
辞
／
井
卦
辞
／
革
卦
辞
／
鼎
卦
辞
／
震
卦
辞
（
二
條
）

　
　
／
艮
卦
辞
／
繋
辞
上
博
「
精
氣
爲
物
…
故
不
違
」
・
「
河
出
圖
…
」
／
繋
辞
下
傳
「
困
徳
之
辮
也
」
／
説
卦
傳
「
〔
離
〕
爲
電
」
／
序

　
　
卦
笹
蒙
L
「
需
二
訟
二
豫
二
恒
㌦

こ

の

四
十
八
條
を
分
類
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

卦
辞
の
注

家
傳
の
注

象
傳
の
注

交
辞
の
注

文
言
傳
の
注

繋
辞
傳
の
注

三一七三二±
條　條　條　條　條　條
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説
卦
傳
の
注
　
　
　
一
條

　
　
序
卦
傳
の
注
　
　
　
五
條

な
お
、
こ
こ
で
言
う
「
象
傳
の
注
」
と
は
、
卦
全
贈
に
つ
い
て
の
象
傳
（
大
象
）
の
注
で
あ
る
。
交
辞
に
つ
い
て
の
象
傳
（
小
象
）
の
所

で

引
用
さ
れ
て
い
る
鄭
玄
注
も
、
随
卦
初
九
と
剥
卦
六
二
の
二
條
が
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
、
交
辞
に
封
す
る
注
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

「
交
辞
の
注
」
と
し
て
敷
え
た
。

　
す

ぐ
に
氣
つ
く
こ
と
は
、
卦
辞
の
注
の
多
さ
で
あ
る
。
全
四
十
八
條
の
う
ち
の
半
敷
を
超
え
て
い
る
。
象
傳
と
象
傳
（
大
象
）
も
、
交

で
は

な
く
、
卦
全
髄
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
注
も
卦
全
髄
を
問
題
と
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
繋
辞
下

傳
の
注
は
、
困
卦
に
つ
い
て
で
あ
り
、
序
卦
樽
の
注
の
五
條
も
、
卦
に
つ
い
て
で
あ
る
。
一
方
、
文
言
博
の
注
は
、
乾
初
九
に
つ
い
て
の

注
で

あ
る
。
以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
次
の
よ
う
に
分
類
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
　
卦
全
鵠
に
つ
い
て
の
注
　
三
十
七
條

　
　

交
に
つ
い
て
の
注
　
　
　
　
　
八
條

　
　
そ

の
ほ

か
　

　

　

　

　

　

　

三
條

『
集
解
』
の
引
用
す
る
鄭
玄
易
注
は
、
卦
全
艘
に
つ
い
て
の
注
が
歴
倒
的
に
多
く
、
そ
の
八
割
近
く
を
占
め
て
い
る
。

　

『
集
解
』
引
く
鄭
玄
易
注
が
卦
全
贈
に
つ
い
て
の
注
が
多
い
と
い
う
こ
と
を
、
具
艘
的
に
注
の
文
章
で
見
て
み
る
と
、
ま
ず
、
卦
の
名

前
と
な
っ
て
い
る
文
字
の
意
味
を
説
明
す
る
注
が
頻
繁
に
登
場
す
る
。
原
文
の
ま
ま
以
下
に
示
す
。
い
ず
れ
も
最
初
の
文
字
が
卦
の
名
前

で
あ
る
。
各
卦
の
卦
辞
の
注
で
は
、

　
　
謙
者
、
自
毘
損
以
下
人
。
／
豫
、
喜
侠
説
樂
之
貌
也
。
／
臨
、
大
也
。
／
貴
、
文
飾
也
。
／
頗
、
口
車
輔
之
名
也
。
…
願
、
養
也
。
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／

成
、
感
也
。
／
恒
、
久
也
。
／
遜
、
逃
去
之
名
也
。
／
膜
、
乖
也
。
／
央
、
決
也
。
／
葦
、
聚
也
。
／
升
、
上
也
。
…
升
、
進
益

　
　
之
象
突
。
／
革
、
改
也
。
／
鼎
、
象
也
。

な
ど
が
あ
る
。
一
部
は
家
傳
に
そ
の
ま
ま
見
ら
れ
る
表
現
も
あ
る
。
垢
卦
の
象
傳
の
注
に
は
、

　
　
妬
、
遇
也
。

と
あ
り
、
こ
れ
も
象
傳
の
こ
と
ば
で
あ
る
。
序
卦
傳
の
注
で
は
、

　
　
蒙
、
幼
小
之
貌
、
齊
人
謂
萌
爲
蒙
也
。
／
訟
、
猶
事
也
。
／
豫
、
行
出
而
喜
樂
之
意
。

な
ど
が
あ
る
。
明
夷
卦
の
卦
辞
注
に
は
、

　
　
夷
、
傷
也
。

と
、
卦
名
の
一
部
の
文
字
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
『
集
解
』
引
く
鄭
玄
易
注
に
頻
出
す
る
注
の
パ
タ
ー
ン
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
同
人
卦
の
卦
辞
の

注

に
、
同
人
と
い
う
卦
の
特
質
に
つ
い
て
説
明
し
た
あ
と
、
「
故
に
こ
れ
を
同
人
と
謂
う
」
（
故
謂
之
同
人
）
と
あ
る
よ
う
に
、
ま
ず
卦
に

つ
い
て

説

明
し
、
そ
の
あ
と
「
故
謂
之
［
卦
名
ご
と
績
け
る
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
こ
の
パ
タ
ー
ン
は
、
同
人
卦
卦
辞
注
以
外
に
、
豫
．
随

・

頸
・
明
夷
・
膜
・
損
・
益
・
央
・
升
・
困
・
革
・
鼎
・
震
・
艮
の
各
卦
辞
の
注
、
そ
し
て
、
剥
卦
と
妬
卦
の
象
傳
の
注
に
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
少
し
愛
形
し
た
も
の
と
し
て
、
成
卦
の
卦
辞
注
に
「
故
に
成
と
日
う
な
り
」
（
故
日
成
也
）
と
あ
る
。

　
先
に

見
た

卦
名
の
文
字
の
意
味
の
説
明
と
、
こ
の
「
故
謂
之
［
卦
名
］
」
と
が
、
一
つ
の
注
の
中
で
雨
方
用
い
ら
れ
て
い
る
注
も
全
部
で

九

條
あ
る
。
そ
の
中
か
ら
升
卦
（
巽
下
坤
上
）
の
卦
辞
注
を
見
て
お
く
。

　
　
升

と
は
、
上
（
の
ぼ
る
）
の
意
味
で
あ
る
。
坤
は
地
で
あ
り
巽
は
木
で
あ
り
、
木
が
地
中
に
生
じ
て
、
日
び
成
長
し
て
の
ぼ
っ
て
い
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く
。
ち
ょ
う
ど
聖
人
が
諸
侯
の
中
に
あ
っ
て
、
明
ら
か
な
徳
が
日
び
ま
す
ま
す
高
大
に
な
っ
て
い
く
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
故
に
こ

　
　
れ
を
升
と
謂
う
。
升
と
は
、
進
み
益
す
こ
と
の
象
徴
で
あ
る
。

こ
の
注
は
、
ま
ず
卦
名
に
つ
い
て
の
説
明
、
外
内
卦
の
八
卦
が
象
徴
す
る
も
の
を
あ
げ
て
の
卦
の
意
味
の
説
明
、
「
猶
」
（
な
お
～
の
ご
と

し
）
を
は
さ
ん
で
人
事
（
人
の
出
庭
進
退
に
關
わ
る
こ
と
）
に
よ
る
説
明
、
「
故
謂
之
升
」
の
一
句
、
そ
し
て
最
後
に
再
び
卦
名
の
説
明

を
し
て
い
る
。

　
以
上

の

よ
う
に
、
『
集
解
』
は
鄭
玄
の
易
注
の
う
ち
、
卦
全
酷
を
説
明
し
て
い
る
注
を
多
く
引
用
し
て
い
る
が
、
も
ち
ろ
ん
、
交
に
つ

い

て

の
注

を
ま
っ
た
く
引
用
し
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
交
辞
の
注
も
七
條
あ
る
。
ま
た
、
卦
辞
の
注
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
卦
の
中
の

特

定
の
交
に
言
及
す
る
注
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
大
有
卦
（
乾
下
離
上
）
の
卦
辞
注
は
、
ま
ず
、
大
有
卦
で
唯
一
の
陰
交
で
あ
る
第
五
交

に

注
目
し
て
、

　
　
六

五
は

離
を
艘
し
て
い
て
、
乾
の
上
に
い
る
。
ち
ょ
う
ど
〔
六
五
の
〕
大
臣
が
〔
離
が
象
徴
す
る
〕
聖
明
な
徳
を
持
ち
、
〔
乾
が
象

　
　
徴
す

る
〕
君
主
に
代
わ
っ
て
政
治
を
行
な
い
、
〔
第
五
交
と
い
う
〕
君
主
の
位
に
い
て
、
そ
の
仕
事
を
治
め
て
い
る
よ
う
な
も
の
で

　
　
あ
る
。

と
言
い
、
績
い
て
卦
辞
の
「
元
亨
」
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
『
集
解
』
は
交
に
つ
い
て
説
明
す
る
鄭
玄
注
も
引
用
し

て

い

る
。
し
か
し
、
敷
の
上
で
は
、
卦
全
髄
に
つ
い
て
説
明
す
る
注
の
方
が
は
る
か
に
多
く
、
ま
た
、
交
に
つ
い
て
の
説
明
も
、
大
有
卦

で
唯
一
の
陰
交
で
あ
る
六
五
に
つ
い
て
説
明
す
る
な
ど
、
た
だ
一
つ
の
交
の
意
味
に
と
ど
ま
ら
ず
、
卦
全
鴨
の
意
味
を
決
定
づ
け
る
よ
う

な
交
に
つ
い
て
の
説
明
が
多
い
。
観
卦
卦
辞
注
の
九
五
に
つ
い
て
の
説
明
、
遜
卦
卦
辮
注
の
第
二
交
と
第
五
交
に
つ
い
て
の
説
明
、
膜
卦

卦
辞
注
の
第
二
交
と
第
五
交
に
つ
い
て
の
説
明
な
ど
も
同
様
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
『
集
解
』
が
引
く
鄭
玄
の
易
注
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
交
に
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つ
い
て

説

明
す
る
注
よ
り
も
、
卦
全
鵠
を
問
題
と
し
て
い
る
注
が
堅
倒
的
に
多
い
。
言
い
か
え
れ
ば
、
李
鼎
昨
は
『
集
解
』
を
作
る
に
あ

た

り
、
鄭
玄
の
易
注
の
中
か
ら
、
卦
全
聰
に
つ
い
て
解
鐸
し
て
い
る
注
を
中
心
に
引
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

三

李
鼎
詐
の
『
集
解
』
自
序
に
「
鄭
玄
は
多
く
天
象
を
参
考
に
し
」
て
い
る
と
あ
っ
た
。
實
際
に
『
集
解
』
引
く
鄭
玄
注
を
見
て
み
る
と
、

「
天
象
」
を
参
考
に
し
た
注
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
困
卦
（
吹
下
免
上
）
の
卦
辞
注
に
、

　
　
攻
は

月
で
あ
り
、
〔
二
三
四
の
〕
互
酷
は
離
で
あ
り
、
離
は
日
で
あ
る
。
党
は
暗
昧
で
あ
り
、
日
が
沈
む
所
で
あ
る
。
今
、
上
に
日

　
　
と
月
の
明
る
さ
を
お
お
い
か
く
し
て
い
る
。
ち
ょ
う
ど
君
子
が
齪
れ
た
世
の
中
に
あ
り
、
小
人
に
受
け
い
れ
ら
れ
な
い
よ
う
な
も
の

　
　
で

あ
る
。
故
に
こ
れ
を
困
と
謂
う
の
で
あ
る
。

と
八
卦
の
象
と
し
て
日
月
が
登
場
す
る
。
そ
の
後
、
人
事
へ
の
言
及
が
あ
り
、
「
故
謂
之
困
也
」
へ
と
績
い
て
い
る
。
日
月
が
と
も
に
見

ら
れ
る
の
は
こ
の
注
の
み
で
あ
る
が
、
日
は
こ
の
ほ
か
の
注
に
も
登
場
す
る
。
た
と
え
ば
、
明
夷
卦
（
離
下
坤
上
）
の
卦
辞
「
明
夷
、
利

難
貞
」
の
注
に
は
、

　
　
夷
と
は
、
傷
（
き
ず
つ
く
）
の
意
味
で
あ
る
。
〔
離
が
象
徴
す
る
〕
日
が
〔
坤
が
象
徴
す
る
〕
地
の
上
に
出
れ
ば
、
そ
の
明
る
さ
は

　
　
光
る
が
、
そ
の
日
が
地
の
下
に
入
っ
て
し
ま
え
ば
、
明
る
さ
は
傷
つ
く
。
故
に
こ
れ
を
明
夷
（
明
る
さ
が
傷
つ
く
）
と
謂
う
。
日
の

　
　
明
る
さ
が
傷
つ
く
の
は
、
ち
ょ
う
ど
聖
人
君
子
が
明
ら
か
な
徳
が
あ
り
な
が
ら
齪
れ
た
世
の
中
に
め
ぐ
り
あ
わ
せ
、
低
い
地
位
に
抑
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え
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
み
ず
か
ら
苦
し
み
慣
み
、
中
心
と
な
っ
て
政
治
を
行
な
う
こ
と
な

　
　

く
、
小
人
の
害
を
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。

と
あ
り
、
離
の
日
と
坤
の
地
と
い
う
八
卦
の
象
徴
に
よ
り
、
明
夷
卦
の
意
味
を
説
明
し
、
後
半
は
人
事
を
説
い
て
い
る
。
同
様
の
例
と
し

て

は
、
内
卦
の
坤
の
地
と
外
卦
の
離
の
日
を
あ
げ
る
晋
卦
象
博
注
、
内
卦
の
離
の
日
と
外
卦
の
艮
の
石
を
あ
げ
る
貴
卦
卦
辞
注
が
あ
り
、

と
も
に
八
卦
の
象
徴
に
よ
る
説
明
の
後
、
人
事
へ
の
言
及
が
み
ら
れ
る
。

　

『
集
解
』
の
言
う
「
天
象
」
に
は
雷
風
も
含
ま
れ
て
い
た
が
、
『
集
解
』
が
引
く
鄭
玄
易
注
の
う
ち
、
こ
の
雷
風
が
と
も
に
見
ら
れ
る

の

は
、
雷
を
象
徴
す
る
震
と
風
を
象
徴
す
る
巽
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
な
る
恒
卦
（
巽
下
震
上
）
と
益
卦
（
震
下
巽
上
）
の
卦
辞
注
で
あ
る
。

震

卦
（
震
下
震
上
）
の
卦
辞
注
に
は
、
雷
の
み
が
登
場
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
注
は
、
い
ず
れ
も
雷
風
に
基
づ
く
解
繹
の
後
で
人
事
へ

と
言
及
し
て
い
る
。
『
集
解
』
が
引
用
す
る
鄭
玄
注
の
う
ち
、
こ
の
ほ
か
に
雷
ま
た
は
風
が
出
て
く
る
の
は
、
豫
卦
（
坤
下
震
上
）
の
卦

辞
注
と
象
榑
注
に
雷
が
、
観
卦
（
坤
下
巽
上
）
の
卦
辞
注
に
風
が
出
て
く
る
。
同
人
卦
（
離
下
乾
上
）
の
卦
辞
注
は
、
「
卦
の
〔
二
三
四

の
〕
互
艘
に
巽
が
あ
り
、
巽
は
風
で
あ
る
」
（
卦
艘
有
巽
、
巽
爲
風
）
と
言
う
。

　
以
上

の

よ
う
に
、
日
月
雷
風
と
い
っ
た
「
天
象
」
は
し
ば
し
ば
登
場
す
る
が
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
離
の
日
と
と
も
に
、
明
夷
卦
卦

辞
注

と
晋
卦
象
傳
注
で
は
坤
の
地
が
、
貴
卦
卦
辞
注
で
は
艮
の
石
が
、
解
繹
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。
雷
風
が
出
て
く
る
豫
卦
・
観
卦
・
同

人

卦
の
注
で
は
、
震
の
雷
と
巽
の
風
以
外
に
、
坤
の
地
、
同
じ
く
坤
の
衆
、
巽
の
木
、
乾
の
天
、
離
の
火
も
登
場
す
る
。
こ
れ
ら
地
・
石

・

衆
・
木
・
天
・
火
は
、
天
を
除
き
、
「
天
象
」
と
は
言
い
難
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
地
・
石
・
木
・
火
は
、
繋
辞
上
傳
の
「
天
に
在
り

て

象
を
成
し
、
地
に
在
り
て
形
を
成
し
」
の
「
地
に
在
り
て
形
を
成
し
」
に
あ
た
る
も
の
、
繋
辞
下
傳
の
「
仰
い
で
は
則
ち
象
を
天
に
観
、

傭

し
て
は
則
ち
法
を
地
に
観
る
」
の
「
傭
し
て
は
則
ち
法
を
地
に
観
る
」
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
「
天
象
」
で
は
な
く
、
「
天
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象
」
に
封
す
る
「
地
形
」
「
地
法
」
と
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
坤
の
衆
は
、
「
天
象
」
と
も
「
地
形
」
「
地
法
」
と
も
言
え
な
さ

そ
う
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
『
集
解
』
の
引
く
鄭
玄
易
注
を
見
る
と
、
こ
の
よ
う
な
八
卦
の
象
徴
に
よ
る
解
鐸
は
、
非
常
に
多
い
。
そ
の
よ
う
な
八
卦
の

象
に
よ
る
解
繹
の
う
ち
、
い
わ
ば
「
地
形
」
「
地
法
」
に
あ
た
る
象
徴
に
よ
り
解
繹
を
し
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、
ほ
か
に
も
、
謙
卦
（
艮

下
坤
上
）
の
卦
辞
注
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
艮
は
山
で
あ
り
、
坤
は
地
で
あ
る
。
山
の
形
憤
は
高
い
の
に
、
今
、
地
の
下
に
あ
る
。
人
道
に
お
き
か
え
る
と
、
高
い
も
の
が
低
い

　
　
も
の
に
へ
り
く
だ
る
こ
と
が
で
き
、
謙
の
象
徴
で
あ
る
。

ま
た
、
威
卦
（
艮
下
分
上
）
の
卦
辞
注
は
、
艮
の
山
と
党
の
澤
に
よ
る
解
鐸
を
し
、
損
卦
（
分
下
艮
上
）
の
卦
辞
注
は
、
艮
の
山
と
免
の

澤

と
、
互
髄
の
坤
の
地
に
よ
る
解
繹
を
し
、
艮
卦
（
艮
下
艮
上
）
の
卦
辞
注
は
、
艮
の
山
に
よ
る
解
繹
を
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
瞳
嘘

卦
上
九
交
辞
注
・
膜
卦
卦
辞
注
・
益
卦
卦
辞
注
・
葦
卦
卦
辞
注
・
井
卦
卦
辞
注
・
革
卦
卦
辞
注
．
鼎
卦
卦
辞
注
な
ど
に
も
「
地
形
」
「
地

法
」
に
あ
た
る
八
卦
の
象
に
よ
る
解
繹
が
見
ら
れ
る
。

　
『集
解
』
引
く
鄭
玄
易
注
に
は
、
以
上
の
よ
う
な
「
天
象
」
、
そ
し
て
「
地
形
」
「
地
法
」
に
あ
た
る
八
卦
の
象
に
よ
る
解
輝
の
み
で
は

な
く
、
人
に
關
わ
る
八
卦
の
象
に
よ
る
解
繹
も
、
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
遜
卦
（
艮
下
乾
上
）
の
卦
辞
注
は
、

　
　
遜

と
は
、
逃
げ
去
る
と
い
う
意
味
の
名
前
で
あ
る
。
艮
は
門
閾
で
あ
り
、
乾
に
は
健
や
か
な
徳
が
あ
る
。
〔
二
三
四
巳
互
艘
に
巽

　
　
が
あ
り
、
巽
は
進
退
で
あ
る
。
君
子
は
門
を
出
て
、
そ
の
行
な
い
に
進
退
が
あ
り
、
逃
げ
去
る
こ
と
の
象
徴
で
あ
る
。

と
言
う
。
同
様
の
、
人
に
關
わ
る
八
卦
の
象
に
よ
る
解
繹
は
、
謙
卦
卦
辞
注
の
艮
の
堅
固
と
坤
の
厚
順
、
随
卦
卦
辞
注
の
震
の
動
と
允
の

説
、
瞳
嘘
卦
上
九
交
辞
注
の
攻
の
耳
、
恒
卦
卦
辞
注
の
巽
の
長
女
と
震
の
長
男
に
よ
る
解
鐸
の
ほ
か
、
豫
卦
卦
辞
注
．
随
卦
初
九
交
辞
注
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．
観
卦
卦
辞
注
，
貴
卦
卦
辞
注
・
願
卦
卦
辞
注
・
央
卦
卦
辞
注
・
華
卦
卦
辞
注
・
困
卦
卦
辞
注
・
井
卦
卦
辞
注
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
『
集
解
』
引
く
鄭
玄
易
注
は
、
内
外
卦
や
互
贈
な
ど
の
八
卦
の
象
徴
を
あ
げ
て
、
し
ば
し
ば
説
明
し
て
い
る
。
前
節

で

明
ら
か
に
し
た
こ
と
と
結
び
つ
け
て
言
え
ば
、
『
集
解
』
引
く
鄭
玄
易
注
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
交
に
つ
い
て
説
明
す
る
注
よ
り
も
、
卦
全

艘
を
問
題
に
す
る
注
が
多
く
、
卦
全
艘
を
問
題
に
す
る
際
に
は
、
そ
の
卦
が
含
む
八
卦
の
象
徴
を
あ
げ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
卦
の
意
味
や

卦
辞
を
説
明
す
る
こ
と
が
多
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
李
鼎
柞
は
『
集
解
』
を
作
る
に
あ
た
り
、
鄭
玄
の
易
注
の
中
か
ら
、
八
卦
の
象

に

よ
り
卦
全
艘
に
つ
い
て
解
稗
す
る
注
を
多
く
採
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

四

　
そ
れ
で
は
、
李
鼎
詐
の
自
序
の
「
鄭
玄
は
多
く
天
象
を
参
考
に
し
、
王
弼
は
全
て
人
事
を
繹
い
て
い
る
」
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に

考
え
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
、
「
地
形
」
「
地
法
」
に
つ
い
て
も
多
く
の
八
卦
の
象
を
あ
げ
、
人
に
關
わ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
多
く
の
八
卦
の
象
を
あ
げ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
も
含
め
て
「
天
象
」
と
言
っ
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
第
↓
節
で
、
『
集
解
』
の
言
う
「
天

象
」
と
は
、
日
月
五
星
や
雷
風
書
夜
な
ど
の
運
行
や
攣
化
の
こ
と
で
あ
り
、
よ
り
根
本
的
に
は
陰
陽
二
氣
の
消
息
を
意
味
し
、
そ
れ
は
八

卦
の
象
に
あ
ら
わ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
、
と
し
た
。
確
か
に
天
地
人
に
分
け
て
考
え
れ
ば
、
地
や
人
に
關
す
る
八
卦
の
象
を
「
天

象
」
に
含
め
る
の
は
不
合
理
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
「
天
象
」
と
は
、
陰
陽
二
氣
の
消
息
が
八
卦
の
象
に
あ
ら
わ
れ
た
も
の
で
も
あ
っ
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た
。
し
か
も
、
李
鼎
柞
は
、
自
序
に
お
い
て
「
天
象
」
と
「
人
事
」
と
を
封
比
し
て
い
る
。
乾
卦
の
文
言
傳
で
は
、
第
二
章
を
「
人
事
」

に

よ
る
説
明
と
し
、
第
三
章
を
「
天
道
」
「
天
氣
」
に
よ
る
説
明
と
し
、
こ
こ
で
も
「
人
事
」
と
天
と
が
封
比
さ
れ
て
い
る
。
坤
卦
の
文

言
傳
の
李
鼎
詐
の
案
語
も
「
人
事
」
と
「
天
道
」
と
を
封
比
し
て
い
る
。
こ
こ
で
言
う
「
人
事
」
と
は
、
人
の
出
庭
進
退
に
關
わ
る
こ
と

と
い
う
意
味
で
あ
り
、
そ
の
「
人
事
」
と
封
比
さ
れ
る
「
天
象
」
を
天
地
人
を
含
め
た
八
卦
の
象
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い

だ

ろ
う
か
。
「
天
象
」
に
は
、
日
月
雷
風
は
も
ち
ろ
ん
、
山
澤
水
火
な
ど
も
含
ん
だ
天
地
自
然
の
さ
ま
ざ
ま
な
饗
化
や
、
さ
ら
に
は
人
の

世
界
に

お

け
る
さ
ま
ざ
ま
な
饗
化
も
含
ま
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
の
饗
化
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
の
が
陰
陽
二
氣
の
消
息
で
あ
り
、

そ

れ
は
八

卦
に
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
八
卦
の
象
に
よ
る
解
鐸
こ
そ
が
、
李
鼎
詐
の
自
序
が
言
う
「
鄭
玄
は
多
く
天
象
を
参
考
に
」

す

る
と
い
う
こ
と
の
意
味
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
れ
で
は
、
「
人
事
」
に
つ
い
て
は
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　
『
集
解
』
の
引
用
す
る
鄭
玄
易
注
は
、
「
天
象
」
を
多
く
説
い
て
い
る
が
、
「
人
事
」
も
ま
た
し
ば
し
ば
説
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

こ
れ
ま
で
に
引
用
し
て
き
た
鄭
玄
の
注
の
中
に
す
で
に
充
分
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
先
に
見
た
謙
卦
の
卦
辞
注
は
、

八

卦
の
象
に
よ
る
説
明
の
後
、
「
其
干
人
道
」
（
人
道
に
お
き
か
え
る
と
）
と
い
う
一
句
を
は
さ
ん
で
人
事
を
説
い
て
い
る
。
成
卦
の
卦
辞

注

は
、
八
卦
の
象
に
よ
る
説
明
の
後
、
「
其
干
人
也
」
（
人
に
お
き
か
え
る
と
）
と
い
う
一
句
を
は
さ
ん
で
人
事
を
説
い
て
い
る
。
ま
た
、

『集
解
』
引
く
鄭
玄
易
注
に
は
、
注
の
中
ほ
ど
に
「
猶
」
（
な
お
～
の
ご
と
し
）
、
あ
る
い
は
「
是
猶
」
と
い
う
こ
と
ば
が
使
わ
れ
て
い
る

注
が

十
七
條
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
ほ
ぼ
す
べ
て
、
ま
ず
「
天
象
」
を
説
き
、
「
猶
」
「
是
猶
」
を
は
さ
ん
で
「
人
事
」
を
説
く
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
に
あ
げ
た
も
の
と
し
て
は
、
升
卦
卦
辞
注
・
大
有
卦
卦
辞
注
・
困
卦
卦
辞
注
．
明
夷
卦
卦
辞
注
が
そ
の
例
で
あ
る
。
ほ
か
に
は
、

同
人
卦
卦
辞
注
・
豫
卦
象
傳
注
・
貴
卦
卦
辞
注
・
恒
卦
卦
辞
注
・
膜
卦
卦
辞
注
・
損
卦
卦
辞
注
．
益
卦
卦
辞
注
．
央
卦
卦
辞
注
．
井
卦
卦
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辞
注
．
革
卦
卦
辞
注
．
鼎
卦
卦
辞
注
・
震
卦
卦
辞
注
・
艮
卦
卦
辞
注
に
も
、
こ
の
パ
タ
ー
ン
が
見
ら
れ
る
。
、
ま
た
、
「
其
干
人
」
「
猶
」

と
い
う
表
現
を
使
う
こ
と
な
く
人
事
に
言
及
し
て
い
る
注
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
『
集
解
』
引
く
鄭
玄
易
注
は
、
「
天
象
」
に
つ
い
て
も
多
く

説
い
て

い

る
が
、
「
人
事
」
に
つ
い
て
も
そ
れ
と
同
じ
く
ら
い
説
い
て
い
て
、
決
し
て
「
天
象
」
の
み
に
か
た
よ
っ
た
注
で
は
な
い
。

　
わ

た
し
が
先
に
書
い
た
論
文
「
『
周
易
集
解
』
所
引
の
王
弼
易
注
に
つ
い
て
」
で
は
、
李
鼎
詐
の
自
序
に
「
鄭
玄
は
多
く
天
象
を
参
考

に

し
、
王
弼
は
全
て
人
事
を
輝
い
て
い
る
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
後
に
「
そ
れ
に
易
の
道
と
い
う
も
の
は
、
ど
う
し
て
天
か
人
か
に
偏

り
滞
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
績
く
こ
と
な
ど
か
ら
、
鄭
玄
の
易
注
は
「
天
象
」
に
か
た
よ
り
、
王
弼
の
易
注
は
「
人
事
」
に
か
た
よ
っ

て

い

る
と
、
李
鼎
昨
は
考
え
て
い
る
と
、
わ
た
し
は
判
断
し
た
。
し
か
し
、
今
回
、
實
際
に
『
集
解
』
の
引
く
鄭
玄
易
注
を
検
討
し
て
み

る
と
、
『
集
解
』
の
引
用
す
る
鄭
玄
注
は
、
「
人
事
」
に
つ
い
て
も
説
い
て
い
て
、
決
し
て
「
天
象
」
の
み
に
か
た
よ
っ
た
注
鐸
で
は
な
い
。

こ
の
黙
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
一
つ
に
は
、
李
鼎
柞
の
自
序
の
文
意
を
、
わ
た
し
が
正
し
く
理
解
し
て
い
な
い
可
能
性
も
あ
る
。
自
序
が
か
た
よ
っ
た
注
と
し
て
い
る

の

は

王
弼
注

の

み

で
、
鄭
玄
の
注
は
か
た
よ
っ
た
注
と
は
考
え
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
同
じ
く
自
序
は
、
『
周
易
』
の

多
く
の
注
稗
（
當
然
、
鄭
玄
の
注
も
含
ま
れ
る
）
に
つ
い
て
、
「
な
お
い
ま
だ
に
そ
の
奥
深
さ
を
極
め
蓋
く
し
て
は
い
な
い
」
と
言
っ
て

い

る
こ
と
な
ど
か
ら
考
え
て
、
自
序
の
文
意
と
し
て
は
、
鄭
玄
注
は
「
天
象
」
に
か
た
よ
っ
て
い
る
、
と
讃
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思

、つ
。　

も
う
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
は
、
李
鼎
柞
は
、
鄭
玄
の
易
注
全
艘
を
、
「
天
象
」
の
み
を
多
く
説
い
て
「
人
事
」
を
あ
ま
り
説
く
こ
と

の

な
い
、
か
た
よ
っ
た
注
鐸
と
と
ら
え
た
上
で
、
鄭
玄
の
易
注
の
中
の
「
天
象
」
の
み
で
な
く
「
人
事
」
を
も
説
い
て
い
る
注
鐸
を
、
鄭

玄
易
注
の
中
の
す
ぐ
れ
た
注
繹
と
し
て
、
『
集
解
』
に
引
用
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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「
『
周
易
集
解
』
所
引
の
王
弼
易
注
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
わ
た
し
は
、
李
鼎
詐
が
各
家
の
注
繹
を
『
集
解
』
に
採
用
す
る
際
に
は
、

そ
の
注
鐸
者
の
特
色
を
最
も
よ
く
表
わ
し
て
い
る
注
を
採
用
す
る
と
い
う
基
本
方
針
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
假
説
を
提

起

し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
と
關
連
し
て
、
「
『
集
解
』
を
讃
む
と
、
各
家
の
注
稗
に
は
か
な
り
強
い
個
性
が
感
じ
ら
れ
る
」
と
も
述
べ
た
。

こ
れ
は
、
今
回
検
討
し
た
鄭
玄
の
易
注
に
も
あ
て
は
ま
る
。
『
集
解
』
引
く
鄭
玄
易
注
は
、
卦
全
髄
の
意
味
を
、
そ
の
卦
が
含
む
八
卦
の

象
に
よ
り
説
く
注
が
多
く
、
ま
た
、
「
天
象
」
と
「
人
事
」
と
を
あ
わ
せ
て
説
く
注
が
多
い
。
も
し
鄭
玄
易
注
が
全
暢
と
し
て
は
「
天
象
」

に

か

た
よ
っ
て
い
た
の
な
ら
ば
、
先
の
假
説
に
從
え
ば
、
『
集
解
』
は
鄭
玄
注
の
中
の
「
天
象
」
に
か
た
よ
っ
た
注
を
採
用
す
る
、
と
い

う
こ
と
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
各
家
の
注
繹
を
集
め
て
一
つ
の
書
物
を
作
り
、
そ
れ
を
後
の
世
に
残
そ
う
と
す
る
以
上
、

訣
黙
の

あ
る
注
の
み
を
採
用
す
る
と
は
考
え
に
く
い
。
先
の
假
説
に
「
す
ぐ
れ
た
」
の
一
語
を
加
え
て
、
「
そ
の
注
鐸
者
の
特
色
を
最
も

よ
く
表
わ
し
て
い
る
す
ぐ
れ
た
注
を
採
用
す
る
と
い
う
基
本
方
針
を
持
っ
て
い
た
」
と
修
正
す
れ
ば
、
こ
の
假
説
は
鄭
玄
注
の
場
合
に
も

成
立

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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『
中
國
思
想
史
研
究
』
二
十
二
、
一
九
九
九
年
。

『
集
解
』
の
引
用
は
、
『
十
三
経
清
人
注
疏
　
周
易
集
解
纂
疏
』
（
北
京
、
中
華
書
局
、
一
九
九
四
年
）
に
よ
る
。
ま
た
、
『
集
解
』

の

引
く
注
の
解
縄
に
つ
い
て
は
、
李
道
平
の
『
纂
疏
』
や
、
鈴
木
由
次
郎
『
漢
易
研
究
』
（
明
徳
出
版
社
、
一
九
六
三
年
）
を
参

照
し
た
。



（
3
）
謂
日
月
在
天
成
八
卦
。
震
象
出
庚
、
分
象
見
丁
、
乾
象
盈
甲
、
巽
象
伏
辛
、
艮
象
消
丙
、
坤
象
喪
乙
、
炊
象
流
戊
、
離
象
就
己
。

　
　

故
在
天
成
象
也
。
在
地
成
形
、
謂
震
竹
巽
木
、
炊
水
離
火
、
艮
山
党
澤
、
乾
金
坤
土
。
在
天
爲
愛
、
在
地
爲
化
、
剛
柔
相
推
、
而

　
　

生
饗
化
　
。

（
4
）
震
巽
爲
雷
風
、
離
炊
爲
日
月
也
。

（
5
）
艮
允
爲
山
澤
也
。
地
有
水
火
五
行
八
卦
之
形
者
也
。

（
6
）
謂
在
旋
機
玉
衡
、
以
齊
七
政
也
。

（
7
）
天
垂
陰
陽
之
象
、
以
見
吉
凶
。
謂
日
月
薄
蝕
、
五
星
齪
行
。
聖
人
象
之
、
亦
著
九
六
交
位
、
得
失
示
人
。
所
以
有
吉
凶
之
占
也
。

（
8
）
此
第
二
章
、
以
人
事
明
之
。

（
9
）
此
一
章
全
以
人
事
明
之
也
。

（
1
0
）
此
第
三
章
、
以
天
道
明
之
。

（
H
）
此
一
章
全
説
天
氣
以
明
之
也
。

（
1
2
）
當
十
一
月
、
陽
氣
錐
動
、
猶
在
地
中
。
／
陽
氣
上
達
干
地
。
／
此
當
三
月
、
陽
氣
浸
長
、
萬
物
將
盛
、
與
天
之
運
、
倶
行
不
息
也
。

　
　

／
此

當
五
月
、
微
陰
初
起
、
陽
將
改
攣
。
／
此
當
七
月
、
萬
物
盛
長
、
天
功
大
成
。
／
此
當
九
月
、
陽
氣
大
衰
、
向
將
極
蓋
。
／

　
　

陽
消
、
天
氣
之
常
、
天
象
法
則
、
自
然
可
見
。

（
1
3
）
案
、
聖
人
設
教
、
理
貴
随
宜
。
故
夫
子
先
論
人
事
、
則
不
語
怪
力
齪
神
、
絶
四
母
必
。
今
干
易
象
、
聞
揚
天
道
、
故
日
積
善
之
家
、

　
　

必
有
除
慶
。
積
不
善
之
家
、
必
有
除
映
者
、
以
明
陽
生
陰
殺
、
天
道
必
然
、
理
國
脩
身
、
積
善
爲
本
。

（
1
4
）
天
道
有
書
夜
日
月
之
愛
、
地
道
有
剛
柔
燥
淫
之
攣
、
人
道
有
行
止
動
静
吉
凶
善
悪
之
愛
。
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（
1
5
）
李
鼎
詐
の
言
う
「
天
象
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
朱
伯
昆
『
易
學
哲
學
史
　
上
冊
』
（
北
京
大
學
出
版
社
、
一
九
八
六
年
）
の
第

　
　
二
編
第
五
章
第
二
節
二
「
李
鼎
詐
的
易
學
観
」
に
も
言
及
が
あ
る
。

（
1
6
）
序
卦
傳
の
注
に
つ
い
て
は
、
注
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
卦
の
名
前
で
示
し
た
。
ま
た
、
『
集
解
』
は
序
卦
傳
を
各
卦
の
経
傳
の
間
と

　
　
説
卦
傳
の
後
と
に
重
複
さ
せ
て
い
る
。
鄭
玄
注
も
、
蒙
・
訟
・
豫
・
恒
卦
で
重
複
し
て
い
る
が
、
そ
の
文
章
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り

　
　
　
（
豫
卦
の
み
一
部
異
な
る
）
、
重
複
し
て
は
敷
え
て
い
な
い
。
な
お
、
繋
辞
下
傳
「
易
之
興
也
、
其
當
股
之
末
世
…
」
に
お
い
て
、

　
　
　
『
集
解
』
は
虞
翻
の
注
を
引
き
、
そ
の
虞
翻
注
が
鄭
玄
の
説
を
引
い
て
い
る
が
、
こ
れ
も
四
十
八
條
の
中
に
は
入
れ
て
い
な
い
。

（
1
7
）
升
、
上
也
。
坤
地
巽
木
、
木
生
地
中
、
日
長
而
上
。
猶
聖
人
在
諸
侯
之
中
、
明
徳
日
益
高
大
也
。
故
謂
之
升
。
升
、
進
益
之
象
　
。

（
1
8
）
六
五
艘
離
、
虚
乾
之
上
。
猶
大
臣
有
聖
明
之
徳
、
代
君
爲
政
、
虚
其
位
、
有
其
事
而
理
之
也
。

（
1
9
）
炊
爲
月
、
互
鵠
離
、
離
爲
日
。
分
爲
暗
昧
、
日
所
入
也
。
今
上
禽
日
月
之
明
。
猶
君
子
庭
齪
代
、
爲
小
人
所
不
容
。
故
謂
之
困
也
。

（
2
0
）
夷
、
傷
也
。
日
出
地
上
、
其
明
乃
光
、
至
其
入
地
、
明
則
傷
　
。
故
謂
之
明
夷
。
日
之
明
傷
、
猶
聖
人
君
子
有
明
徳
而
遭
齪
世
、

　
　

抑
在
下
位
、
則
宜
自
難
、
元
幹
事
政
、
以
避
小
人
之
害
也
。

（
2
1
）
星
が
登
場
す
る
の
は
臨
卦
卦
辞
注
の
一
例
の
み
で
、
「
斗
」
（
北
斗
七
星
）
が
登
場
す
る
。

（
2
2
）
艮
爲
山
、
坤
爲
地
。
山
聰
高
、
今
在
地
下
。
其
干
人
道
、
高
能
下
下
、
謙
之
象
。

（
2
3
）
遜
、
逃
去
之
名
也
。
艮
爲
門
閾
、
乾
有
健
徳
。
互
艘
有
巽
、
巽
爲
進
退
。
君
子
出
門
、
行
有
進
退
、
逃
去
之
象
。

（
2
4
）
『
集
解
』
引
く
否
卦
九
五
交
僻
の
鄭
玄
注
は
、
い
き
な
り
「
猶
」
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
『
集
解
』
が
鄭
玄
注

　
　

を
引
用
す
る
に
あ
た
り
、
「
猶
」
よ
り
前
の
「
天
象
」
の
部
分
を
省
略
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
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